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研究成果の概要：Th2 サイトカインである IL-4 及び IL-13 は気道平滑筋の収縮増強効果を有し、こ

の増強効果には細胞内 Ca 濃度や収縮蛋白の Ca 感受性、MLCK のリン酸化は

全く関与しないことを明らかにした。結論として Th2 サイトカインによる収縮増強

効果には MMP-1 が関与し気道平滑筋細胞と細胞外コラーゲンの網状組織の再

構築が関与することを世界に先駆け明らかにした。 
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１．研究開始当初の背景 
Th2 サイトカインが Th1 サイトカインより優位に
なることで気管支喘息におけるアレルギー性炎
症病態が引き起こされると考えられている。しか
し Th1 および Th2 サイトカインの気道平滑筋に
及ぼす効果は十分に解明されていない。 
 
２．研究の目的 
Th1 および Th2 サイトカインの気道平滑筋収縮
能に及ぼす効果を明らかにする。 
 
 
 
 

３．研究の方法 
ゲル収縮アッセイ法, 細胞内 Ca2＋濃度測定法, 
ウエスタンブロット解析,RT-PCR,走査型電子顕
微鏡解析 
 
 
 
４．研究成果 
Th2サイトカインであるIL-4と IL-13が気道平滑
筋収縮を増強し、この増強は平滑筋細胞と細胞
外コラーゲンの相互作用によることを明らかに
した。 
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